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绿阴更繁盛,玉竹长新枝
———第十一届大学日语教育与日本学国际研讨会记

　　在这春未尽、夏初临之际,同济大学外国语学院照例又迎来了一年一度的盛会。２０１９年５
月１０日至１２日,由教育部高等学校外国语言文学类专业教学指导委员会日语专业教学教导分

委员会、中国日语教学研究会上海分会主办,同济大学外国语学院日语系、新世界教育集团、华东

理工大学出版社承办的“２０１９年大学日语教育与日本学研究国际研讨会”在同济大学外国语学

院隆重举行。
今年是“大学日语教育与日本学研究国际研讨会”创办１１周年,也是同济大学连续十年举办

该类型研讨会。本次国际研讨会邀请教育部高等学校外国语言文学类专业教学指导委员会日语

专业教学指导分委员会主任、天津外国语大学原校长修刚教授,中国日语教学研究会会长、吉林

大学外国语学院院长周异夫教授围绕目前国内的日语教育现状、日语课程建设等问题,邀请日本

放送协会加藤昌男先生、东京大学名誉教授井上健、名古屋大学教授杉村泰围绕日本文学、日语

语言学等问题做了大会的基调演讲。
本次国际研讨会吸引了国内外近百所高校的１７０余位专家、日语研究者参会。其中包括北

京大学、复旦大学、上海交通大学、上海外国语大学、北京外国语大学等国内知名院校,以及东京

大学、京都大学、大阪大学、名古屋大学、北海道大学、早稻田大学等日本知名院校。专家们和日

语研究者们就各自的研究课题进行了发表和讨论。
本次国际研讨会延续以往的传统,设立“研究生学术论坛”,分日语语言学、日本文学、日语教

育、日本社会文化四个会场,邀请资深学者对研究生的研究成果进行点评、指导,并根据研究内容

逐个打分。经过专家的严格评审,最终评选出了优秀论文奖。
本次国际研讨会不仅得到了同济大学科研管理部的鼎力支持,而且受到了外国语学院领导

的热心关切。李立贵书记在研讨会的开幕式上致辞,吴赟院长对本次大会的成功召开表达了衷

心的祝福。同时,外国语学院日语系的近６０名志愿者也以优质的服务助力本次国际研讨会,给
参会者们留下了深刻的印象。

自２００９年开始举办的大学日语教育与日本学研究国际研讨会,已成为在同济大学发展成熟

起来的学术品牌之一,成为国内日语界的标杆会议,受到了国内外日语研究者们的普遍认可和高

度好评。所谓“十年磨一剑,今朝试锋芒”,本国际研讨会将从本届开始,在中日两国的专家、日语

研究者的关怀与大力支持下,继往开来,迈向新的征程。我们希望,本国际研讨会作为全国乃至

中日两国日语研究界的学术品牌,创造出更丰富更优秀的学术成果,让更多的研究者脱颖而出,
飞向更辽阔的学术天地。
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活動理論による中国語学習への応用

―上海における日本人小中学生を対象として―∗

上海海洋大学　張暁蘭

１　はじめに

　グローバル化の進展により、 仕事や留学のために中国に来ている外国人が増えつつある。

特に、 家族を呼び寄せて中国で生活している日本人が少なくない。２０１８年、 日本外務省領事

局政策課の統計① によると、 中国に長期滞在している日本人は１２万人を超えており、 日本国

外に長期滞在している日本人統計のうち２位の多さとなる。 中国に長期滞在している日本人

に関する詳細なデータが見当たらないが、 上海に住む日本人小中学生は高い割合を占めてい

ると推測できる。 それらの日本人小中学生は、 中国に来る前の中国語学習経験が無い人が多

く、 中国語学習という課題に直面している。 本研究では、 活動理論を枠組みにして日本人小

中学生と中国語教師間でどのような教室活動が構築されているのかを明らかにする。

２　活動理論とは

　活動理論(Activityleaning)はVygotskyの発達の最近接領域理論から発展した理論で、

Engeström(１９８７)が提唱した「拡張による学習(leaningbyexpanding)」に基づいて構築されて

いる理論である。 活動理論は集団的な創造活動を解釈する理論であり、 「道具」「主体」「対象」
「ルール」「コミュニティ」「分業」「成果物」という概念から成り立っており活動理論のシステム

は図１で表すことができる。

図１　活動理論のシステム(エンゲストローム１９９９より作成)

·１·

∗　本研究は２０１８年度上海市教育科学研究一般项目「在沪外籍学龄儿童的中文学习与异文化适应研究」(立项编号：

C１８０６７)の援助を受けて作成したものである。
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　活動理論は三つの世代を経てきた。 エンゲストローム(１９９９)によると、 第一の世代は

Vygotskyの理論を代表とする主体、 媒介、 対象という三角形モデルである。 しかし、 第一の

世代では個人に焦点化されているという限界があり、 第二の世代においてLeont'evが

Vygotskyのモデルを拡張し、 「原始時代の集団狩猟」(Leont'ev１９８１：２１０２１３)を例に、 個人的

行為を集団的活動システムへ拡張した。 そして、 第三の世代では、 Engeströmが個人と共同

体の相互関係に焦点を当てて、 「対話、 多様なものの見方の枠組みや声、 相互作用する活動

システムのネットワークを理解できる概念的ツールを開発」(エンゲストローム１９９９：４)し
た。 Engeströmは活動の最小単位として図１を描き、 活動の各要素が相互に作用しながら関係

構築を行うと説明している。

　上海に住んでいる日本人小中学生は中国語家庭教師による学習が多く、 そこでは、 小さな

中国語教室がなり立てている。 彼らの中国語学習に当てはめてみると、 中国語教師の役割や

中国語教室のリソースとして捉えられる「道具」があり、 実践共同体である「コミュニティ」に
おいて、 相互作用を通して「分業」し、 「成果物」を作成していくプロセスとなる。 このシステ

ムの理論的思考におけるモデルの機能を考える際に、 三つのステップ(図２１から図２４まで)
がある。 まず、 第一のステップとして、 対象の構成を図２１のようにあげることができる。

図２１　対象の構成(エンゲストローム１９９９：２４７)

　図２１で示しているように、 主体が道具を利用し、 関心領域から対象を生む。 エンゲスト

ロームはそれが暗黙のうちに行われると指摘している。 理論構成の第二のステップは抽象化

したものを具体化する段階で、 図２２の「モデルの構成」で表すことができる。 図２２で示した

理論的モデルは、 まだ完全な理論ではなく、 理論を発展させるための道具と考える。 つま

り、 主体はモデルを通して理論構築をするのである。 その場合、 「道具」をアナロジー、 想

像、 演技、 実験と細分化し、 また、 探求の対象からモデルを導出する。

図２２　モデルの構成(エンゲストローム１９９９：２４８)

·２·
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　さらに、 理論構築の第三のステップにいくと、 図２３の「具体への上向」が出てくる。 理論で

は「モデルとモデルが表すものとの関係の、 能動的で絶えず発展していく関係」(エンゲスト

ローム１９９９：２４８)であると指摘されている。

図２３　具体への上向(エンゲストローム１９９９：２４９)

図２４　個人的行為から集団的活動への移行(エンゲストローム１９９９：２４９)

　図２１から図２３は理論の構成、 モデルの構成、 具体への上向を示しているが、 まだ主体は

個人に限られ、 対象も同じである。 構造的拡張は見られていないとエンゲストローム(１９９９)
は指摘しており、 「個人的で心的な行為の連続体から新たな集団的で物質的な活動システム

への質的移行」(エンゲストローム１９９９：２５０)として、 図２４が挙げられている。 このように、

活動理論における理論的思考が構成されてきた。 活動理論は人間の活動に多く応用されてお

り、 中国語教育の分野においても学習者の中国語学習活動の内実を詳細に描くことに特徴付

けられる。 例えば、 中村·小柳(２００７)は活動理論を分析の枠組みに、 就学前教育における情

報教育カリキュラムについて研究した。 就学生が主体となる参加型カリキュラムにおいて、

年齢が上がれば知識やスキルの量といった活動の道具が増えるが、 低年齢の場合、 知識やス

キルの「素地」を習得すると考える。 ここで重要となっているのは、 知識やスキルの習得では

なく、ICTを道具として、 個人がそれぞれ属する学級やグループといった共同体で、 協働を

通して豊かな学びを得ることが目的とされていることである。 活動理論は学生の学習だけで

はなく、 教師の学習にも応用できる。 飯野(２００９)は国際交流基金ブダペスト事務所日本語講
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座を取り上げて、 活動理論を用いて教師の参加実態を探った。 分析の結果として、 講師群と

いう「コミュニティ」において、 個々の講師が「主体」となることがわかった。 また、 教案·授業

報告の提出、 講師会·勉強会への出席、 授業観察の受け入れといった「ルール」のもと、 イン

ターネット、 教具、 勉強会などの「道具」を用いること、 主任講師、 非常勤講師と「分業」する

ことを通して、 受講者に適した日本語教育という「対象」を目指すように働く。 主体となる講

師が活動システムへの参加を深めることと同時に、 コミュニティに影響も与え、 講座の発展

を促していることがわかった。

　活動理論において最も重要なのは、 人間の活動について、 実践共同体における社会的要素

に注目して、 他者との相互作用を捉えようとするところにある。 活動理論を日本人小中学生

の中国語学習に応用するならば、 中国語教室は日本人小中学生と中国語教師の相互作用をす

る場であり、 日本人小中学生が学習活動へ参加する場である。 そこで中国語教師と協働を行

い、 中国語教師による援助を通して中国語を学習するのである。

　活動理論を用いて、 日本人小中学生の中国語学習を分析するのは教室内、 つまり他者との

相互作用に重点が置かれている。 中国語学習は学習者個人にも深く関わっており、 個人には

多様な特徴があるが、 本稿では日本人小中学生の中国語学習に最も影響を与える年齢および

個人差につながる要因を取り上げてみていく。

３　中国語学習における年齢および個人差につながる要因

　日本人小中学生は、 中国に来る時の年齢や中国語学習の動機付けのような中国語学習にお

ける個人差によって、 中国語学習の効果が異なってくる。 中国語に限らず、 第二言語習得に

おいては、 年齢が学習に大きく関わることが指摘されている。 日本人小中学生が上海に来る

のは保護者の仕事などのためであり、 来る前に中国語の学習経験がほとんどないのが現状で

ある。 ただし、 それらの小中学生の年齢は６歳から１５歳に分布しており、 中国語学習におい

て有利な立場に置かれていると考える。

　第二言語習得においては、 年齢が学習に大きく関わることが指摘されており、 Lenneberg
(１９６７)は、 人間の脳は１２歳から１３歳ごろまでに可塑性が失われ、 この後では言語習得(特に

文法)が難しくなるという臨界期仮説を提唱している。 年齢以外の影響要素について、

Ortega(２００９)は、 第二言語習得における個人差につながる要因を「認知(人間の学習や情報処

理)」「動機等の意欲」「性格を含む情動」とまとめている。 更に、 「認知(人間の学習や情報処

理)」は「適性」と「知能」を含んでいるとも指摘している。 日本人小中学生の「認知(人間の学習

や情報処理)」及び「性格を含む情動」については関連の先行研究が見当たらず、 それを説明す

るためには調査や実験を行う必要があるため、 本稿では議論しないこととし、 日本人小中学

生の動機付けについて、 先行研究を通して論述していく。

　動機付けも中国語学習に影響を与える大きな要素であるため、 日本人小中学生の動機付け

についても概観したい。 Gardner(１９８５)によると、 動機は「第二言語の学習意欲」「第二言語に

対する態度」「第二言語学習に向ける努力」という３つの要素によって構成される。 更に、 動機

の強さ·弱さに影響を与える先行条件として、 「統合的態度」「志向」「態度」を挙げることがで

きる(Ortega２０１１)。 「統合的態度」とは、 外国語が使われるコミュニティに溶け込みたいとい

う気持ちから起こる、 第二言語学習への純粋な興味である。 「志向」はさらに、 「道具的志向」
と「統合的志向」に分けられ、 それぞれ目標言語の功利的な価値及び目標言語の社会·文化へ
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の理解、 同化を志向することを指している。 「態度」とは、 目標言語やその言語が使われる国

の文化、 人々に対する態度のことを指す。

　上海に来ている日本人小中学生は、 現地校、 インターナショナルスクール、 日本人学校と

いう３種類の学校に通っているのがほとんどである。 それぞれの学校に通うのは保護者の意

思と関連しており、 また、 中国語学習の動機付けの背景には保護者の働きが大きいと考えて

いる。 そのため、 日本人小中学生の動機付けを明らかにするために、 保護者についての調査

も不可欠である。

４　終わりに

　本稿では活動理論による日本人小中学生の中国語学習への応用について述べてきた。 特

に、 活動理論の発展及び中国語教室という場において、 他者との相互作用に着目して分析す

る必要性を指摘した。 また、 学習は個人差があり、 中国語学習に最も影響を与える年齢およ

び個人差につながる要因を取り上げてみてきた。 日本人小中学生の中国語学習の全体像を明

らかにしようとするために、 今後、 日本人小中学生の中国語学習について授業観察を行い、

学生、 保護者、 及び中国語教師に対して調査を行うこと、 また、 中国語学習について追跡調

査を行うことも必要である。

注

①２０１８年度日本外務省領事局政策課海外在留邦人数調査統計表一覧https：//www．mofa．go．jp/mofaj/

toko/page２２_００００４３．html(２０１９年８月３０日閲覧)によるものである。

参考文献

[１]飯野令子．日本語コースにおける教師の学習─教師の参加の深まりと日本語コースの発展─[J]．国
際交流基金日本語教育紀要,２００９(５)：３３４８．

[２]エンゲストローム,ユーリア．拡張による学習： 活動理論からのアプローチ[M]．山住勝広,松下佳

代,百合草禎二,他,訳．東京： 新曜社，１９９９．
[３]中村恵，小柳和喜雄．就学前教育における情報教育カリキュラムに関する研究─エンゲストローム

の活動理論をベースに─[J]．教育実践総合センター研究紀要,２００７(１６)：６７７８．
[４]Engeström Y．Learningbyexpanding：Anactivity-theoreticalapproachtodevelopmentalresearch
[M]．Helsinki：Orienta-Konsultit,１９８７．

[５]GardnerRC．Socialpsychologyandsecondlanguagelearning：Theroleofattitudesandmotivation
[M]．London：EdwardArnold,１９８５．

[６]LennebergEH．BiologicalFoundationsofLanguage[M]．NewYork：JohnWiley,１９６７．
[７]Leont'evAN．Problemsofthedevelopmentofthemind[M]．Moscow：Progress,１９８１．
[８]OrtegaL．Understandingsecondlanguageacquisition[M]．London：HodderEducation,２００９．
[９]Ortega L．Second language acquisition, Handbook of applied linguistics[M]．New York：

Routledge,２０１１．
[１０]VygotskyLS．Mindinsociety：thedevelopmentofhigherpsychologicalprocesses[M]．Cambridge：

HarvardUniversityPress,１９７８．

·５·



日语教育与日本学研究
·２０１９·

教　育

作者情報

　氏名：張暁蘭

　役職名：講師

　所属機関：上海海洋大学

　連絡先：上海市浦東新区沪城环路９９９号

　メールアドレス：xl-zhang＠shou．edu．cn

·６·



教　育 日语教育与日本学研究
·２０１９·

旧韓国学部編纂漢文教科書と日本

河南理工大学　張三妮

１　はじめに

　１９０５年に「第二次日韓協約」により大韓帝国① には日本の統監府が設置され、１９１０年までの

五年間、 植民地教育政策が本格化された(朴貞蘭２０１３：４１)。 甲午改革以降教育改革の主体と

なった学部にも学政参与官、 学部書記官として日本人が政府入り、 教育政策を推進してき

た。 大韓帝国(１８９７ １９１０)の漢文教育が国語の成立にともなって次第にその地位を低下させ

たが、 統監府設置の期間に近代学校制度の中で漢文科が最初に成立しており、 その教科に必

要な教科書が国家レベルだけでなく民間でも活発に編纂されている。

　漢文科教育の展開過程と当時漢文科教育の具体的な内容が盛り込まれた漢文教科書は韓国

国内では注目されている。 韓国では従来の漢文教育史研究においては、 日本人による教育干

渉が多く指摘されているが、 従来の指摘ではまだ明らかにされていない統監府設置後日本人

学部官僚の漢文教育観及その主導下に編纂された漢文教科書の方に着目してみる必要があ

る。 (２００６)による開化期(１８７４ １９１１)韓国漢文教育と教科書の研究は筆者の関心に近

いが、 学部編纂と民間開発の教科書を分けて考えないのでは日本人学部官僚の働きを実質に

捉えにくいと思われる。 日韓教育関係に関する研究では、 韓国の近代教育制度の成立に日本

がどのように関与したのかを、 「普通教育令」及び諸法令の制定過程を中心に明らかにする佐

藤由美(２０００)などがみられるものの、 近代韓国における初等漢文教科書の複雑で複合的な展

開、 かつ漢文科教育の展開を推進した原因を検討する余地はまだ充分にあると思われる。 本

稿では植民地統治の出発点である統監府期の五年間、 漢文科教育の展開と教科書編纂をより

実質的に把握するために、 日本人学部官僚の働きに関する研究を深めたい。

２　学校での漢文教育課程における日本の影響

　１９０４年２月「韓日議定書」調印とともに、８月には「第一次韓日協約＝韓日外国人顧問傭聘に

関する協定」が結ばれ、 韓国では日本による顧問政治が始まっている。 そこで、 学部には学政

参与官と事務官を置いて教科書の編纂に従事させ、 各級学校には日本人教師を採用して韓国

人子どもの教育を担当している。 新学制の教育諸法令制定に際して、 韓国政府は日本人顧問

の多くの意見をとり入れたが、 その学部に１９０５年２月より日本人学政参与官として幣原坦

(１８７０ １９５３)が就任した。 １９０５年１１月１７日、 「第二次日韓協約」を結び韓国の外交権を剥奪

し、 統監及び理事官を置いた。 同月２１日、 統監府を京城に設置し、 統監には伊藤博文(１８４１
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１９０９)が就任した。 学政参与官として韓国の教育改革に参画してきた幣原が、１９０６年６月に統

監伊藤に更迭されたのである。 幣原の後任には三土忠造(１８７１ １９４８)が就き、 統監府から俵

孫一(１８６９ １９４４)が嘱託として学部に入った。 のち小田省吾(１８７１ １９５３)が就任するまで三

土は、 学部に学政参与官、 学部書記官として約二年間勤務した。 各種法令の制定は、 その延

長として近代教育導入を名目に、 実際の教育内容は日本人官僚による介入の深化が進まれて

いった。１９０５年以後は、 改正·告示された初等·中等及び諸学校管制の内容において、 日本に

よる影響の強まりが見られるようになった。

　１９０６年に「普通学校令」(１９０６年８月１日)公布、 その内容も「普通学校令施行規則」(１９０６年９月

４日)によって改正された。 「普通学校施行規則」では、 「小学校令」期の教科「読書」「作文」「習
字」が「国語」に統合され、 「国語」という教科名が初めて登場する。 同時に、 「読書」「作文」「習
字」で教科活動の題材として扱っていた「漢文」が一つの教科目として独立した。 明治以後日

本の小学校では漢文科がないが、 韓国ではすべての学校課程に「漢文」が独立教科として設定

されていた。

　「普通学校令施行規則」によれば、 「国語」は「日常須知の文字と文体を知らしめ正確に思想

を表彰する能力を養い兼ねて徳性を涵養し普通知識を教授する」「漢文」は「普通の漢字及漢文

を理解し兼ねて品性を陶冶することに資する」ことが要旨とされている。 さらに、 漢文の教

授要旨においては「賢哲の嘉言善行を記述したもの及人の世に膾炙した文詞で学徒が理解し

ているものだけを教授すべし。 国語と連絡することに務め時国文に翻訳すべき」ことが求め

られている。 普通学校各学年の教科課程及教授時間をみると、 この時点で「日本語」は、 「国
語」と同じく週６時間の教授時間が配当されていた。 漢文は週４時間の教授時間が設けられて

いた。

　１９０７年７月には「第三次日韓協約」が締結され、 同１０月には、 官制改正がおこなわれる。 そ

の後も韓国の主権は縮小され、 韓国併合直後の１９１０年１０月１日に統監府は朝鮮総督府に改変

された。１９０９年４月１９日には再び「普通学校令中改正」(勅令第５５号)が行われ、 「国語」「漢文」
の教科目を「国語及漢文」に統合すること、 授業料の徴収を可とすること、 教科書を検定する

ことなどの改正がなされている。 顧問制度から統監府設置後日本人学部官僚は、 韓国の学部

を掌握し、 日本語教育を強化しようとしながら、 代わりに国語と漢文の教育を徐々に弱める

方向に旋回したものである。

　以上で検討したように諸法令によって日本人学部官僚による教育干渉とともに普通学校で

は近代学制における漢文の教育課程の整備が進められた。 また、 従来の「小学校令」と違い、

「普通学校令」及び以降の諸法令によって漢文の教育目的や内容、 国語対漢文の割合が具体的

に明記された。 これを遵守して編纂された漢文教科書は、 それ以前のものと大きく区別され

ると考えられる。 この「普通学校令施行規則」で示された漢文「普通の漢字及漢文を理解し兼

ねて品性を陶冶する」の方針が漢文教科書にどのように具体化され、 推移したかについては

次節において学部編纂漢文教科書と日本人学部官僚の働きを検討してみたい。

３　日本人学部官僚と学部編纂漢文教科書

３．１　日本人学部官僚の漢文教育観

　１９０６年韓国学部の学政参与官として任命された三土は急速な教科書編纂に従事し、３ヶ月

ほどで日本語·朝觧語·漢文·算術·地理·歴史·図画の教科書を一手に作ったという。 当時、 学

·８·
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部本庁に日本人官僚は少なく、 三土は教育行政全般の業務を行っていたが、 官公立普通学校

の教育課程の編成や教科書の編纂に最も心血を継いだものである。 学部編纂教科書頒布の

１９０６年～１９０８年の間で三土は学部の教科書編纂を主導したが、 普通学校で漢文科の教科設定

自体について否定的であった。 総督府視学官高橋濱吉が「保護時代の教育」の教科用図書の編

纂、 検定及認可をまとめたところで三土が１９０８年６月２０日官立普通学校職員会での説明的な

演説を載せている。 (高橋濱吉１９２７：１７５)

　元来四個年程度の初等教育を施す学校において漢文を課するは抑も理由の無き事

なり。 漢文は世界中にて最も難学の国語にして、 此を幼少の児童に教ふるはもっと

も困難なり。 然れども韓国にては幾百年以来の久しき学問と謂へば漢文を学ぶこ

と、 教育と謂へば漢文を教ふることゝ思ひ、 漢文を教へて教育の能事兹に畢れりと

信ずる者多きが故に、 漢文を教科目に加へされば父兄たる者が其の子弟を普通学校

に入学せしめざる実況なり。 因りて韓国現状に照し今日にも普通学校において漢文

を課する必要有り。

漢文科の設置については、 普通学校に朝鮮人が集まらずその募集が困難だった② 背景もあ

り、 朝鮮の伝統的な教育機関である書堂に対抗する必要性などを踏まえ、 現実的配慮から漢

文教授の必修化を決定したと考えられる。 総督府学務課長として朝鮮教育令策定に参画した

弓削幸太郎は「万一普通学校で漢文を教へなかつたなら当時学校に生徒を送る父兄は殆んど

絶無であつたと信ずる」(弓削幸太郎１９２３：１３８)と回想している。 こうした中で、 編纂された

漢文教科書『漢文読本』(１９０７、 全四冊)は『国語読本』『日本語読本』と同時期に出版され、 普通

学校で使われていた。 三土は渡韓以前、１８９７年(明治３０年)、 東京高等師範学校を首席で卒業

すると、 付属中学校の助教論兼訓導に就任、 教育家としての活動に従事していく。 この時か

ら教科書の内容や編纂法に関する論文を寄稿し、 その所見を表明した。 また『中等国文典』
(全三巻)、 『女子国語文典』『新漢文読本』『中学国語読本』(全１０巻)を編纂した実績がある。 渡

韓以来、 三土は韓国人教育のため教育課程の編成と同時にそれに見合った教科書の編纂も手

掛けていたのであるが、 この一連の事業に対して、 周囲では三つの疑問が取り沙汰されるよ

うになっていた。 それは教育課程に地理と歴史がないこと、 日本語を初学年に課すこと、 漢

文読本が難解であることといった不評があった。 (高橋濱吉１９２７：１７６)

　韓国の現在の状況を考えて、 学科科目中、 暫定的に入れたものである。 その教科

書を編纂する際に孔孟の遺言と此れに則りたる嘉言善行を主とし、 古人の脍炙した

る勝事美談等を集めてなるべく学び易き順序に配列したり。 此れを適当に教授する

には従来書堂において教へたる童蒙先習、 千字文に比して学び易かるべきを信ず。

先の三土が行った教科書編纂法をめぐる論争には「重野安绎·竹村鍛同纂漢文読本入門を批判

す」がある。 漢文教材の選択配列等に関しては、 それなりの自信があったのであろう。 三土は

韓国社会世論の反発などを考慮して漢文科を設置して、 しかも、 従来から漢文教育の教材よ

り一歩進んだ教科書を作ったと信じていた。 上述した職員会で「嘉言善行」を「なるべく学び

易い順序に配列した」という児童の発達段階に配慮していると説明したのである。
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